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ECHO 
あしたの畑-丹後・城崎 

Art & Food 開幕 

　7月22日より丹後・城崎にて「ECHO あしたの畑ー丹後・城崎」が開幕いたしました。 

　アメリカ人アーティストのテレジータ・フェルナンデス、香港のサムソン・ヤン、現代美術家の

須田悦弘による新作、建築家・西沢立衛による3.2平米の焼杉の納屋、そして、地元の食材を用い

た食の祭、スタイリスト・大久保篤志監修のオリジナルTシャツや無農薬野菜を販売する市場な

ど、ぜひこの夏、日本海を旅してください。 

プレスリリース



1. 美術作品 
　芸術の根源である「祈り」をテーマとした竹野神社では、香港を拠点に活動する作曲家・アー

ティストのサムソン・ヤン（楊嘉輝）を迎え、彫刻、映像、絵画で構成されたインスタレーショ

ン作品を公開。神社本殿へと続く参道には、古代エジプトからギリシャ、中国における古代文明

で異界からの使者とされた鳥達が訪れる人を出迎え、神域へと導きます。 

　間人スタジオではニューヨークを拠点とするアーティスト、テレジータ・フェルナンデスによる

新作が公開されています。人類と土地との複雑な歴史に紐づけられる、金や石炭といった鉱物を素

材として扱うフェルナンデスが、本展では、石墨（グラファイト）を用いたサイト・スペシフィッ

ク・アートを制作しました。絵画と立体で構成された本作は、1,500年前に噴出したマグマが固まっ

てできたとされる、「立岩」に着想を得ています。京丹後を代表する風景が、あらたなランドス

ケープとして作品化されています。 

 

テレジータ・フェルナンデス「独白（間人）」2022年

サムソン・ヤン「ザ・メッセンジャーズ」2022年 竹野神社絵馬殿ー幅允孝のライブラリーと 
サムソン・ヤンのドローイング「古代の呪文」2022年　



2. 食と建築 

　ECHO展の核でもある《食の祭》の会場構成は、西沢立衛が監修しました。あしたの畑の活動

として将来的に建設を予定している「考える小屋」へとつながる小さな建築として、食の祭会場に

は「納屋」が作られました。会場周辺の宮地区の集落で使用されている焼杉を建材として採用す

ることで、集落の一部となっています。会場では、京丹後の未来のソウルフードとなるべく、

ECHOスペシャルメニューが週替わりで振る舞われています。 

 

お品書き（8月1日時点） 
www.tomorrowfield.org/echo-food 

3. ファッション 

「ECHO あしたの畑-丹後・城崎」では、大久保篤志のスタイリングによるオリジナルTシャツと

サコッシュをスタッフユニフォームとして採用しています。いずれも柿沼康二による書 “ECHO”が

入ったオリジナルグッズとして、会場内の市場で販売中です。 

■大久保篤志（おおくぼあつし）The Stylist Japan® 
1955年北海道生まれ。文化服装学院中退後、アパレルメーカーに勤務。その後、平
凡出版（現マガジンハウス）のPOPEYE、an anのスタイリストとしてキャリアをス
タート。1981年より、CF、ポスター等の広告、WEB広告、音楽アルバム、プロモー
ションビデオ、ステージ衣装等の幅広い媒体で数多くのミュージシャン、俳優、タレ
ントのスタイリングを担当するメンズスタイリストの第一人者。直島の地中美術館
のユニフォームやグッズのプロデュース等にも携わり、活躍の場を広げている。 

《食の祭》のための納屋（設計：西沢立衛建築設計事務所）



ECHO あしたの畑-丹後・城崎 
会期：2022年7月22日（金）-8月21日（日）※休場日：水曜日 

会場；竹野神社、間人スタジオ、城崎温泉三木屋（要事前予約） 

開場時間：午前10時から午後４時（竹野神社、間人スタジオ） 

入場料：神域ツアー＋間人スタジオ 1,500円、間人スタジオ 500円 

主催：独立行政法人日本芸術文化振興会、文化庁、NPO法人TOMORROW 

後援：京都府丹後広域振興局、海の京都DMO、京丹後市 

協力：KISSUIEN Stay & Food、ギャラリー小柳、Heron 

鑑賞チケット、各種プログラム申込先： 
https://www.tomorrowfield.org/book-online 

 

お問合せ先 
ECHO事務局：NPO法人TOMORROW（担当：岡本・橋詰） 

e-mail：info@tomorrow-jp.org 

展覧会webサイト：www.tomorrowfield.org/echo 
展覧会Webサイト エリアマップ

令和４年度日本博主催・共催型プロジェクト


